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令和5年1月25日発行議会だより議会だより
いけだいけだ

今年も元気に過ごせますように
　　　「まゆ玉づくり」を行いました
令和5年1月12日　会染保育園 年小・年中組さん

12月定例会



新
年
挨
拶
／
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
5
年

が
池
田
町
に
住
む
人
全
員
が
昨
年
よ
り
良
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
年
に
な
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
…
良
い
ニ
ュ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
私
達
は
ど
ん
な
状
態
に
あ
っ
て

も
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の

12
月
頃
よ
り
徐
々
に
経
済
も
上
向
い
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
自
由
に
行
動
で
き
、
マ
ス
ク
の

必
要
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
年
4
月
は
議
会
の
選
挙
の
年
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
力
を
持
っ
た
議
員
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

ま
た
、
池
田
町
の
財
政
も
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
山
積
す
る
多
く
の
問
題

を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
け
ば
、

必
ず
明
る
い
未
来
が
開
い
て
く
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

一般会計補正予算第5号の目玉事業
10月18日の議会全員協議会で町から国交付金・補助金及び県補助金を用い、物価高騰対

策として町民生活を応援する事業を実施したいとの協議がありました。議会は了承し早期支
援を行うため専決処分としました。その内容が承認案件（一般会計補正予算第5号）として今
議会に提出され承認しました。目玉事業は下記のとおりです。

肥料等高騰肥料等高騰
対策事業対策事業

770万円

生活困窮世帯への生活困窮世帯への
3 万円給付事業3 万円給付事業

965万円

［財源］県補助金［財源］県補助金

全町民に 5,000 円の全町民に 5,000 円の
商品券支給事業商品券支給事業

5,100万円

［財源］国交付金(地方創生臨時交付金)［財源］国交付金(地方創生臨時交付金)

住民税非課税世帯への住民税非課税世帯への
5 万円給付事業5 万円給付事業

5,420万円

［財源］国補助金［財源］国補助金

［財源］国交付金 ( 地方創生臨時交付金 )［財源］国交付金 ( 地方創生臨時交付金 )
飼料・肥料の高騰に対する各農家（畜産・水
産・水稲・園芸など）への支援

住民税所得割非課
税世帯へ給付する
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第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に

第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

議会議長
矢口 新平



12
月
定
例
会

◦12月定例会の概要
12月定例会は12月8日から19日まで開かれました。承認１
件、一般会計補正予算など議案15件、同意１件、議会議員の定
数改正条例など発議２件を審査し、全て原案どおり議決しまし
た。陳情１件を審査し意見書を国の関係機関に提出しました。

一般会計
補正予算
第6号の
目玉事業

12月12月
定例会定例会

コンビニ交付システムコンビニ交付システム
導入経費導入経費

583万円

ふるさと納税のふるさと納税の
基金積み立て基金積み立て

2,064万円

除雪費除雪費

1,050万円

有害鳥獣（猪・鹿）有害鳥獣（猪・鹿）
対策事業対策事業

550万円

光熱水費光熱水費

1,900万円

［財源］一般財源［財源］一般財源
4月以降、コンビニのマルチコ
ピー機にマイナンバーカードと4
桁の暗証番号を入力すれば、全国
のどこのコンビニでも住民票と印
鑑証明書の交付が受けられる「交
付システム」導入に要する費用。

［財源］一般財源［財源］一般財源
本年度のふるさと納税が1億3
千万円程度見込まれるので基金
に積み立てる。

［財源］一般財源［財源］一般財源
民間事業者・自治会などに除雪
を依頼する経費（950万円）及び
除雪に必要な重機借り上げの経費

（100万円）。

［財源］県補助金［財源］県補助金
県の有害鳥獣対策事業と連携し
て中鵜地区の電気柵未敷設の箇
所に電気柵（300ｍ）を設置する。

［財源］一般財源［財源］一般財源
町施設の電気代・灯油代などの高
騰に対応する経費補正。
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑

（
50
万
円
）
に
つ
い
て

【
説
明
】　

ガ
ス
レ
ン
ジ
が
故
障
し
た

の
で
交
換
し
た
い
。

問　

交
換
は
良
い
が
2
号
館
は
休
業
が

多
い
。
町
と
し
て
状
況
把
握
す
る
な
ど

の
対
策
が
必
要
で
は
。

答　

事
業
者
と
し
っ
か
り
と
話
し
合
い

前
進
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

◎
除
雪
予
算
に
つ
い
て

問　

本
来
こ
の
予
算
は
当
初
予
算
に
計

上
す
る
も
の
で
は
。

答　

財
源
不
足
の
た
め
12
月
補
正
で
対

応
し
て
い
る
。

要
望　

こ
の
予
算
は
来
年
度
か
ら
当

初
予
算
で
組
ん
で
欲
し
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
予
算

つ
い
て

問　

な
ぜ
今
の
時
期
に
導
入
す
る
の

か
。

答　

今
年
度
内
に
導
入
措
置
を
と
れ

ば
、
国
か
ら
経
費
の
2
分
の
1
の
交
付

金
が
出
る
た
め
で
あ
る
。

問　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
使
用
手
数

料
は
。

答　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
年
間

1
8
7
万
円
か
か
る
。
但
し
、
本
年
度

内
に
交
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、

3
年
間
は
国
か
ら
2
分
の
1
補
助
と
な

る
。

　

使
用
手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普

及
促
進
の
た
め
窓
口
交
付
手
数
料
よ
り

下
げ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
算

（
1
4
0
万
円
）
に
つ
い
て

問　

現
在
の
交
付
率
は
。

答　

53
．
6
%
位
で
あ
る
。
全
国
平
均

よ
り
少
し
下
で
あ
る
。

問　

交
付
率
を
上
げ
る
と
特
典
が
あ
る

の
か
。　

答　

全
国
平
均
を
上
回
る
と
補
助
金
が

増
え
る
と
の
話
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
情

報
が
な
い
。　

◎
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
2
号
館
（
野
の

か
お
り
）
の
ガ
ス
レ
ン
ジ
交
換
予
算

◎
派
遣
業
務
に
よ
る
保
育
士
補
充
（
予

算
額
89
万
円
）
に
つ
い
て

【
説
明
】
保
育
士
の
補
充
が
困
難
な
の

で
派
遣
会
社
か
ら
保
育
士
1
名
を
3
か

月
間
導
入
し
た
い
。

　
問　

町
保
育
士
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
環
境
の
整
備
も
必
要
で
は
。　

答　

体
制
を
組
ん
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

◎
光
熱
水
費
の
増
に
つ
い
て

問　

光
熱
水
費
の
高
騰
に
よ
り
予
算
増

は
や
む
を
得
な
い
が
、
光
熱
水
費
の
節

減
を
図
っ
て
欲
し
い
。

　

各
課
の
室
内
温
度
を
統
一
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
欲
し
い
が
。

答　

庁
議
で
検
討
し
て
い
く
。

要
望　

光
熱
水
費
を
見
直
し
節
減
を

徹
底
し
て
欲
し
い
。

◎
て
る
て
る
坊
主
応
援
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
寄
附
金
予
算
（
4
5
0
0
万
円
）

に
つ
い
て

 

【
説
明
】
今
年
度
の
寄
付
金
総
額
は

1
億
3
千
万
円
と
な
る
見
込
み
。
今
回

は
2
0
6
4
万
円
を
基
金
に
積
み
立
て

た
い
。

問　

事
務
委
託
料
の
総
額
は
。

答　

返
礼
品
も
含
め
お
よ
そ
寄
付
金
額

の
半
額
で
あ
る
。

問　

本
年
度
の
傾
向
は
。

答　

米
の
売
れ
行
き
が
落
ち
て
い
る
。

◎
出
産
祝
い
金
予
算
（
30
万
円
）
に
つ

い
て

問　

今
回
15
名
の
祝
い
金
が
予
算
化
さ

れ
た
が
本
年
度
の
出
生
児
数
は
何
名

か
。

答　

40
名
で
あ
る
（
昨
年
23
名
）
。

◎
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
へ
の
移
行

は
。　

問　

今
年
も
含
め
3
年
以
内
の
移
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答　

指
導
員
の
確
保
と
財
源
が
課
題
で

あ
る
。
松
川
村
な
ど
と
協
力
し
て
進
め

た
い
。
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本 会 議 質 疑・ 討 論本 会 議 質 疑・ 討 論
本
会
議
質
疑
・
討
論 本会議　質疑

◉議案　池田町一般会計補正予算（第 6 号）
問　電気代高騰に対応するためエネルギープロバイダーと交渉しているか。また、町として電気代

節約のためにどのような措置を講じているか。
答　エネルギープロバイダーと電気代高騰を抑えていただくよう交渉している。また、昼休憩の時

間は庁舎の照明を消すなど、各課に節減を呼びかけている。

本会議　討論

◉議案「池田町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」
◉議案「池田町情報公開条例の一部を改正する条例の制定について」
◉議案「池田町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について」

内容：令和3年成立した「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律（以降、デ
ジタル関連法）」の施行にともない町の関係条例（個人情報保護条例など上記3条例）を整備する。

◯審査結果　賛成多数で原案どおり可決。

服部久子議員
個人情報保護条例の改正は国のデジタル関連法により国や自治体などが持つ膨
大な個人情報を成長戦略のために企業が利用できるようする。そのことは個人の
プライバシーを侵害し個人の不利益や官民癒着の拡大につながる恐れがあるの
で反対する。

上記3件とも
反対です

発議　町議会議員定数条例の改正
内容：議員定数を12から11とする。

◯審査結果　賛成多数で原案どおり可決。

薄井孝彦議員
議会・議員の役割は多様な町

民の意思を町に伝え、行政のチェック機能を
果たすことである。そのために一定数の議員
が必要である。議員定数の削減は議会の機
能を低下させるので反対である。

矢口　稔議員
議員間の討論や町民の皆さん

との話し合いなど様々なプロセスを経てこ
の結論となった。苦渋の決断であるが、新た
な池田町議会への一歩と信じ賛成する。

陳情
「安全・安心の医療・介護実現のため人員
増と処遇改善を求める陳情書」

陳情団体：長野県医療労働組合連合会

内容：新型コロナ感染の拡大により「医療崩
壊」・「介護崩壊」が起きている。この改善に
は医療・介護職員の増と待遇改善や病院・保
健所の機能拡充が必要である。

◯審査結果　全議員の賛成で採択
　
服部久子議員
日本のケア労働者は長時間労

働に加えて低賃金であり、なり手が少ない原
因となっている。改善が必要なので賛成する。

賛成です
賛成です

反対です
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12月定例会
主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
10 人が一般質問を行いました

10議員が町政を問う10議員が町政を問う10議員が町政を問う

〈表紙〉
五穀豊穣（豊作）を祈る正月行事「まゆ

玉づくり」…会染保育園では「今年も元気
に過ごせるように」と「まゆ玉づくり」に取
り組みました。写真撮りに保育室に入った

途端、明るく元気な歓迎の言葉をいただきま
した。“やりたいことをやらせている”という
園長さんの方針で、伸び伸びと成長している
園児の皆さんに元気をいただきました。

◯…賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山　

眞

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

承
認 令和4年度一般会計補正予算（第5号）について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

北アルプス広域連合規約の一部を変更する協議につ
いて（平日夜間急病医療センターの廃止などにともな
う規約変更）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につい
て 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ −

情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ◯ −

情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ −

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について（国の法律改正に伴い、町職員の育
児休業を取りやすくする）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

給水条例の一部を改正する条例の制定について（水
道料金の不納欠損処理を行うための条例制定） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道の路線の廃止について（会染西部ほ場整備にと
もなう町道廃止） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道の路線の認定について（会染西部ほ場整備にと
もなう町道認定） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度一般会計補正予算（第6号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度水道事業会計補正予算（第2号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度下水道事業会計補正予算（第1号）につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和4年度一般会計補正予算（第7号）について（人事
院勧告にともなう人件費増への補正予算） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同
意

固定資産評価員の選任（密澤佳洋住民課長）につき同
意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発
議

議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定につ
いて（議員定数1減の条例制定） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ −

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善
を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳
情

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善
を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

※矢口議長は表決には加わりません。
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
10 人が一般質問を行いました

10議員が町政を問う10議員が町政を問う10議員が町政を問う

質問者 質問事項

矢口　稔 議員
・一般質問　その後どうなったのか具体的に聞く
・地域の人々の活躍の場「人材バンク」の再構築を

服部久子 議員
・子どもの医療費窓口完全無料化を求める
・学校給食費の無料化を求める
・社口原地区の農地活用について

薄井孝彦 議員

・松本盆地の地下水資源保全に向け、町としてアルプス地下水保全対策
協議会に提言を

・町の景観の良さを活かすレンタサイクルの推進を
・バス停まで歩けない人への移動手段確保に調査・検討を

中山　眞 議員
・甕町長諮問の行財政改革推進委員会 第一次から第五次答申を受けて

の町長の受け止め方と今後の展望を問う
・町長諮問の農業振興協議会の中間答申の捉え方は

大出美晴 議員
・燃えるゴミ削減に向けた取り組みについて
・北保育園とかえで東側の商業スペースの在り方について
・自治会要望に対する町の姿勢について

大厩美秋 議員
・移住定住促進に向けた取り組みについて
・町内商工事業所との関りについて

倉科栄司 議員
・職員の勤務状況と健康管理について
・創造館の外トイレの改善について

横澤はま 議員 ・「魅力あふれる美しいまちを目指す」安定した行財政運営を

和澤忠志 議員 ・池田町農業振興協議会からの答申について

松野亮子 議員
・学校給食での有機米の扱いと今後の有機農業推進について
・PET ボトルの健康影響に関する情報提供について
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一
般
質
問

問
近
年
、
高
齢
者
で
町
営
バ
ス
巡
回
線
の
バ

ス
停
ま
で
歩
け
な
い
人
が
出
て
き
た
。
町

営
バ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
デ
マ

ン
ド
（
車
で
自
宅
の
前
ま
で
送
迎
す
る
）
交
通
な

ど
対
策
の
検
討
を
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
庁
内
や
地
域

公
共
交
通
会
議
で
課
題
解
決
に
向
け
検
討

す
る
。

松
本
盆
地
と
池
田
町
の
地
下
水
保
全
対

策
の
推
進
を

問
信
州
大
学
の
中
屋
真
司
教
授
（
以
降
、
教

授
）
は
安
曇
野
市
の
地
下
水
保
全
対
策
を

研
究
し
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

「
松
本
盆
地
の
地
下
水
の
保
全
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
で
地
下
水
保
全
目
標
事
象
を
定
め
、
そ
れ

を
実
現
す
る
地
下
水
揚
水
量
最
大
値
を
定
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」

松
本
盆
地
の
地
下
水
保
全
を
図
る
た
め
、
ア
ル
プ

ス
地
域
地
下
水
保
全
協
議
会
（
以
降
、
協
議
会
）

で
教
授
に
講
演
い
た
だ
き
意
見
交
換
す
る
こ
と
を

町
か
ら
協
議
会
に
提
言
を
。

答
必
要
な
事
な
の
で
協
議
会
に
提
言
し
て
い

く
。

問 

県
は
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
補
助
を
小

学
3
年
生
ま
で
拡
大
し
た
。
町
の
負
担
軽

減
は
1
6
0
万
円
に
な
る
。
軽
減
分
を
活
用
し

て
、
自
己
負
担
金
5
0
0
円
を
無
料
に
し
、
子

ど
も
の
医
療
費
窓
口
完
全
無
料
化
を
求
め
る
が
。

答
自
己
負
担
金
を
無
料
に
す
る
と
、
町
負
担

が
3
4
0
万
円
か
か
る
。
財
政
危
機
の

も
と
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

問
町
民
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う

自
己
負
担
金
を
3
0
0
円
に
減
額
す
れ

ば
町
負
担
は
40
万
円
で
済
む
が
。

答
自
己
負
担
金
を
や
め
る
考
え
は
な
い
。

学
校
給
食
の
無
料
化
を
求
め
る

問
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
給
食
の
無
料
化
が
全
国

で
進
ん
で
い
る
。
県
内
で
も
22
の
自
治
体

が
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校
給
食
を
共
同

実
施
し
て
い
る
松
川
村
は
す
ぐ
に
で
も
無
料
化
を

実
施
し
た
い
方
針
と
聞
い
て
い
る
。町
の
考
え
は
。

答
松
川
村
と
共
同
事
業
な
の
で
歩
調
を
合
わ

せ
た
い
。
無
料
化
の
方
向
は
共
有
し
て
い

る
が
、
時
期
及
び
負
担
割
合
は
検
討
中
で
あ
る
。

問
無
料
化
の
財
源
と
し
て
、
あ
づ
み
病
院
建

設
補
助
3
0
0
0
万
円
は
あ
と
2
回
で

問 

今
年
の
「
み
ん
な
の
文
化
祭
・
芸
能
祭
」

も
無
事
に
終
了
し
た
。
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
内
容
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
が

例
年
よ
り
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
面
で
少
し
さ
み
し

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
か
れ
た
。
も
う
一
度
町

民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
把
握
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
支
え
る
し
く
み
が
必
要
だ
と
思
う
。
今
、

人
材
バ
ン
ク
（
※
）
の
再
構
築
を
幅
広
い
世
代
で

行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
町
の
対
応
は
。

※
公
民
館
活
動
を
支
援
す
る
人
材

答
今
年
の
文
化
祭
は
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に

よ
り
活
動
を
終
了
し
た
団
体
な
ど
出
展
を

見
合
わ
せ
た
団
体
が
あ
っ
た
。
来
年
度
一
覧
表

デ
ー
タ
の
更
新
調
査
を
行
い
、
引
き
続
き
グ
ル
ー

プ
の
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
。

学
校
・
保
育
園
へ
の
支
援
は

問
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
今
後
の
活
動
に
は

人
材
の
情
報
が
不
可
欠
、グ
ル
ー
プ
の
み
な
ら
ず
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
個
人
の
方
や

学
校
を
直
接
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
な
ど
の
生

き
た
情
報
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答 

現
在
で
も
公
民
館
の
人
材
バ
ン
ク
な
ど
も

機
能
を
果
た
し
て
い
る
が
、
今
後
も
多
く

矢
口　

稔 

議
員

人
々
の
活
躍
の
場「
人

材
バ
ン
ク
」の
再
構
築

を

薄
井
孝
彦 

議
員

高
齢
者
で
バ
ス
停
ま

で
歩
け
な
い
人
の
移

動
手
段
確
保
を

服
部
久
子 

議
員

子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
完
全
無
料
化
を
求

め
る
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一
般
質
問

問
町
の
地
下
水
保
全
の
た
め
池
田
町
と
し
て

も
地
下
水
保
全
目
標
事
象
を
定
め
、
地
下

水
揚
水
量
最
大
値
の
設
定
を
す
べ
き
で
は
。

答
設
定
の
調
査
研
究
費
が
多
額
と
な
る
こ
と

か
ら
現
状
で
は
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

町
の
景
観
の
良
さ
を
活
か
す
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を

問
本
年
３
月
定
例
会
の
私
の
一
般
質
問
で
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
活
か
し
た
観
光
施
策
を

問
い
、
町
は
「
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
」
と
回
答

し
た
。
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
観
光
協
会
で
は
関
係
者
と
随
時
協
議
し
て

い
る
が
、
数
回
の
貸
し
出
し
に
留
ま
っ
て

い
る
。
今
後
は
情
報
発
信
に
努
め
、
観
光
協
会
や

協
力
店
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
町
・
観
光
協
会
・
自
転
車
店
・
コ
ン
ビ
ニ

店
な
ど
の
関
係
者
の
会
議
を
開
き
、
看
板

設
置
な
ど
も
検
討
し
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
町
自
転
車
推
進
計
画
が
決
ま
れ
ば
検
討
す

る
。

終
わ
る
。
そ
の
間
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

答
議
員
提
案
も
含
め
十
分
検
討
し
て
い
く
。

社
口
原
地
区
の
農
業
活
用
に
つ
い
て

問
農
業
振
興
協
議
会
の
中
間
答
申
で
今
年
度

中
に
社
口
原
を
含
め
た
池
田
町
の
農
地
集

積
と
農
業
経
営
法
人
を
作
る
と
あ
る
。見
通
し
は
。

答
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問
社
口
原
と
池
田
町
全
体
の
農
業
経
営
と
は

別
に
考
え
た
ら
ど
う
か
。

答
町
の
農
業
の
担
い
手
は
将
来
い
な
く
な

る
。
分
け
て
考
え
る
状
況
で
な
い
。

問
社
口
原
で
の
ぶ
ど
う
・
桃
の
栽
培
は
農
薬

散
布
が
あ
り
、
農
薬
飛
散
の
心
配
と
地
下

水
利
用
世
帯
へ
の
地
下
浸
透
の
心
配
が
あ
る
。
町

は
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
目
指
し
て
い

る
。
社
口
原
を
有
機
農
業
用
地
と
し
、
担
い
手
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
は
。

答
農
薬
は
「
農
薬
取
締
法
」
で
安
全
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
農
薬
散
布
の
場
所
か
ら
緩

の
人
材
情
報
を
集
約
し
て
役
立
て
る
。
ま
た
、
具

体
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
つ
い
て
各
学
校
活

性
化
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
地
域

に
人
材
を
広
く
募
集
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
が
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
が

問 

以
前
の
一
般
質
問
で
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
（
車
中

泊
が
で
き
る
駐
車
場
）
の
設
置
に
つ
い
て

の
答
弁
は
「
年
度
内
に
『
車
中
泊
』
可
能
な
場
所

を
設
定
し
た
い
」
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
拡

大
し
て
い
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答 

調
査
を
行
っ
た
が
、
町
の
財
政
状
況
も
考
慮

し
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問
事
業
化
し
な
い
と
い
う
説
明
が
な
い
。
実

施
計
画
に
も
上
が
っ
て
お
り
、
毎
日
数
台

の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
道
の
駅
で
車
中
泊
を
し

て
お
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
近
隣
で
も
増
大
し
て
い

る
。
考
え
直
し
て
欲
し
い
が
。

答 

で
き
な
い
報
告
を
し
な
か
っ
た
事
は
お
詫

び
す
る
。
町
が
設
置
す
る
と
責
任
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

衝
帯
を
と
る
の
で

飛
散
の
可
能
性
は

少
な
い
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
も
含

め
人
材
を
検
討
す

る
。
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一
般
質
問

問
移
住
定
住
の
取
組
み
の
な
か
で
、池
田
町

の
紹
介
動
画「
い
け
だ
に
い
け
ば
」が
6
作

品
配
信（
Y
o
u
T
u
b
e
）さ
れ
て
い
る
。視
聴
回

数
増
加
へ
の
取
組
み
は
。ま
た
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
有
効
活
用
は
。

答
視
聴
回
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
視
聴
者

の
分
析
な
ど
関
心
を
持
た
れ
る
研
究
を
行

う
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
な
ど

各
所
に
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
近
隣
で
は

J
R
の
駅
、
他
に
は
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
配
布
を
し
て
い
る
。

問
移
住
者
に
と
っ
て
有
難
い
「
移
住
準
備
住

宅
」
が
2
棟
あ
り
、
第
6
次
総
合
計
画
で

は
R
5
年
度
に
5
棟
を
目
標
と
し
て
い
る
が
必

要
性
は
。

答
応
募
者
多
数
に
よ
り
町
で
選
考
し
入
居
者

を
決
定
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
需
要
の

調
査
を
し
な
が
ら
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
多
種
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
取
組
み
と
課
題
は
。

答
何
か
に
焦
点
を
絞
っ
た
取
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
他
の
自
治
体
に
無
い
も
の
を
P
R

し
た
い
。
課
題
は
移
住
者
の
受
け
皿
と
な
る
住
宅

問
町
民
一
人
当
た
り
の
燃
え
る
ご
み
を
出
す

量
を
抑
え
る
た
め
の
施
策
は
。

答
生
ご
み
や
草
・
落
ち
葉
に
つ
い
て
の
堆
肥

化
な
ど
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
課
題
が
あ
り
、
現
状
は
困
難

で
あ
る
。
町
民
が
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
取
り
組
む

よ
う
啓
発
に
努
め
た
い
。

問
燃
え
る
ご
み
袋
の
価
格
決
定
方
法
と
処
分

費
に
対
す
る
負
担
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
燃
え
る
ご
み
専
用
指
定
ご
み
袋
の
「
標
準

小
売
価
格
」
の
表
示
は
原
材
料
費
高
騰
等

に
よ
り
廃
止
し
た
。
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
小
売
店
が
決
定
し
て
い
る
。
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
は
変
動
し
て
い
な
い
の
で
町
民
負
担

は
変
わ
ら
な
い
。

旧
北
保
育
園
と
か
え
で
東
側
の
「
商
業

エ
リ
ア
」
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
旧
北
保
育
園
と
「
商
業
エ
リ
ア
」
は
有
効

利
用
す
る
の
か
あ
る
い
は
売
却
す
る
の
か

も
う
一
度
町
長
に
聞
く
。

答
旧
北
保
育
園
は
撤
去
の
予
定
で
あ
る
が
、

撤
去
費
用
が
高
額
の
た
め
直
ぐ
で
は
な
い

が
着
手
す
る
。
将
来
的
に
若
者
向
け
住
宅
に
す
る

考
え
で
あ
る
。
ま
た
商
業
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

問
各
方
面
で
の
町
長
発
言
か
ら
、
財
政
状
況

の
受
け
止
め
方
に
疑
問
が
あ
る
。
財
政
危

機
は
脱
し
た
と
考
え
る
の
か
。

答
公
的
な
関
係
機
関
か
ら
意
見
を
頂
き
精
査

を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

受
け
取
り
方
に
あ
る
。
今
後
の
事
業
等
を
考
え
る

と
引
き
続
き
厳
し
さ
が
あ
る
。

問
町
長
の
考
え
る
財
政
再
建
と
何
か
。
脱
却

点
は
ど
の
時
点
と
考
え
る
か
。

答
ど
の
指
標
を
以
て
健
全
か
そ
う
で
な
い
か

を
判
定
す
る
の
は
難
し
い
。
財
政
は
常
に

動
い
て
い
る
の
で
一
時
点
を
と
っ
て
の
評
価
は
で

き
な
い
。
財
政
危
機
の
脱
出
の
時
点
も
同
様
に
明

確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

問
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
第
1
次
〜
5
次

答
申
の
町
長
の
捉
え
方
と
改
革
プ
ラ
ン

は
。答

十
分
精
査
し
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
て
示
し
た

い
。

問
改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
第
三
者
機
関
の

検
証
委
員
会
設
置
の
考
え
は
。

答
委
員
会
か
ら
の
答
申
事
項
へ
の
対
応
は
各

項
目
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
し
た
い
。
い

づ
れ
も
検
証
は
行
っ
て
い
く
が
、
方
法
に
つ
い
て

は
未
定
で
あ
る
。
最
終
答
申
を
受
け
て
、
そ
の
検

大
出
美
晴 

議
員

燃
え
る
ご
み
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

中
山　

眞 

議
員

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」

と「
池
田
町
農
業
振
興
協
議

会
」の
町
長
の
受
け
止
め
は

大
厩
美
秋 

議
員

移
住
定
住
促
進
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い

て
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般
質
問

が
少
な
く
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
数
が
伸
び

な
い
。
空
き
家
の
利
活
用
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

商
工
事
業
所
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て　

問
商
工
事
業
所
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
商
工
会
や
観

光
協
会
と
連
携
し
把
握
し
て
い
る
。
円
卓

会
議
小
委
員
会
で
も
把
握
し
て
い
き
た
い
。

問
農
業
従
事
者
と
同
様
に
、
商
工
事
業
者
を

対
象
に
意
見
交
換
会
の
開
催
も
必
要
と
考

え
る
が
。

答
商
工
事
業
者
の
声
を
聞
く
こ
と
は
重
要
と

考
え
る
の
で
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

問
商
工
業
へ
の
各
種
助
成
制
度
が
一
覧
で
分

か
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
商
工
会
の
H
P
に
も
掲
載
の
協

力
を
お
願
い
す
る
。

答
調
査
を
行
い
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
改
善

を
し
た
い
。
商
工
会
に
も
連
携
で
き
る
よ

う
に
進
め
た
い
。

前
回
全
協
で
出
た
意
見
を
参
考
に
公
募
の
方
向
で

議
会
に
諮
る
。

自
治
会
要
望
に
対
す
る
町
の
姿
勢
に
つ

い
て問

自
治
会
要
請
に
対
す
る
予
算
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
要
求
が
通
る
か
通
ら
な
い

か
で
自
治
会
の
存
在
価
値
が
違
っ
て
く
る
。
自
治

会
離
れ
の
要
因
の
一
つ
も
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
。

答
予
算
は
10
月
現
在
で
3
5
0
0
万
円
で

あ
る
。
自
治
会
要
請
の
3
割
強
が
県
や
公

安
委
員
会
に
頼
む
ハ
ー
ド
関
係
で
あ
る
。
優
先
順

位
や
危
険
度
を
勘
案
し
つ
つ
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
自
治
会
離
れ
の
件
は
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

役
員
の
負
担
や
自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ

な
い
等
意
見
が
出
て
い
る
。
今
後
、
役
場
か
ら
の

依
頼
す
る
内
容
を
精
査
し
、
で
き
る
だ
け
負
担
が

少
な
く
な
り
、
自
治
会
本
来
の
仕
事
に
専
念
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

証
方
法
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
思
う
の
で
そ
の
時
点

で
検
討
す
る
。

問
財
政
再
建
策
を
町
民
に
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

答
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
再

建
策
を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。
ま

た
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
情
報
発
信
し

た
い
。

問
農
業
振
興
協
議
会
の
中
間
答
申
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
答
申
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
方
向
が
良
い
の
か
十
分
検

討
し
た
い
。

池田町議会だより　　第 137号　　2023 年 1月 25日発行11

町行財政改革推進委員会の第一次答申を受け取る甕町長
（２０２１年１１月８日）

都市圏へも配布されている！
移住ガイドブック

生ごみ処理機



一
般
質
問

問
答
申
は
社
口
原
農
地
の
再
生
と
町
の
農
業

振
興
の
た
め
に
公
社
設
立
と
農
業
経
営
を

行
う
新
農
業
法
人
の
設
立
を
求
め
て
い
る
が
、非

常
に
厳
し
く
重
い
答
申
内
容
と
感
じ
た
。町
の
考

え
は
。

答
答
申
の
内
容
を
見
る
と
、
大
変
厳
し
く
重

い
内
容
で
あ
り
簡
単
に
結
論
が
出
せ
る
も

の
で
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
精
査
検
討
し
ど
の
様
に
具
現
化
で
き
る

の
か
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
ど
の
様
な
体
制
で
進
め
て
い
る
の
か
。

答
振
興
課
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
対
応
し
て
い
る
。

問
新
農
業
法
人
設
立
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
現
在
構
想
が
固
ま
っ
て
い
な
い
の
で
お
答

え
す
る
事
は
出
来
な
い
。

問
公
社
設
立
は
町
の
や
る
べ
き
仕
事
と
し
て

詳
し
く
は
触
れ
て
い
な
い
が
、考
え
は
。

答
考
え
は
纏
ま
っ
て
い
な
い
。

問
こ
の
答
申
内
容
で
の
町
負
担
は
い
く
ら
に

な
る
か
。建
物
が
建
設
さ
れ
れ
ば
当
然
町

が
上
下
水
道
を
引
く
の
は
町
の
責
務
と
考
え
て
い

問
財
政
の
健
全
化
を
め
ざ
す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
、
ま
た
何
年
に
健
全
財

政
に
な
る
の
か
。

答
今
年
中
に
示
し
た
い
。
多
岐
に
わ
た
る
の
で

十
分
精
査
し
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
む
。
ま
た
、

一
時
点
で
の
指
標
を
以
て
健
全
で
あ
る
と
の
判
断
は

出
来
に
く
い
。

問
健
全
財
政
へ
の
取
組
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を

す
る
の
か
。
原
因
・
結
果
・
改
善
策
を
ま
と

め
、
一
般
的
な
広
報
で
な
く
町
民
に
分
か
り
や
す
い

説
明
や
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
情
報
発
信
は
引
き
続
き
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
行
っ
て
い
く
な
か
で
、

わ
か
り
や
す
い
発
信
方
法
を
研
究
し
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
。

問
財
政
危
機
脱
却
の
具
体
策
は
。

答
大
型
事
業
は
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
立
て
る
。
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
は
個
別
計
画
に
添
っ
て
計
画
的
に
推
進
し
て
い

く
。
今
後
も
「
計
画
的
で
健
全
な
財
政
運
営
」
を

進
め
な
が
ら
、
引
き
締
め
体
制
を
継
続
し
、
可
能

な
限
り
当
該
基
金
の
積
み
増
し
を
し
て
い
き
た
い
。

問
新
年
度
予
算
編
成
で
は
大
事
業
の
財
政
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
編
成
し
て
い
く
の
か
。

問
現
在
の
職
員
の
休
暇（
産
休
・
育
休
・
療
養

休
暇
等
）取
得
状
況
と
取
得
期
間
を
聞
き

た
い
。

答
現
在
育
児
休
業
が
8
名
、
療
養
休
暇
が
3

名
で
あ
り
療
養
休
暇
の
取
得
期
間
は
2
か

月
か
ら
半
年
の
期
間
で
あ
る
。
な
お
直
近
ま
で
療

養
休
暇
を
取
得
し
て
い
た
職
員
も
い
る
。

問
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
な
か
で
職
員
が

減
少
し
職
員
の
業
務
負
担
が
増
え
る
と
共

に
、休
暇
等
も
取
得
し
づ
ら
く
心
身
に
影
響
が
出

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。職
員
の
減
少
に
対
し

て
町
長
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
補
充
し
て
対
応

し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、制
度
改
正
に
伴
い
任
用

職
員
の
経
費
は
正
職
員
と
同
様
に
経
常
経
費
に
算

入
さ
れ
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
す
る
要
因
と
な

る
。職
員
の
減
少
は
適
正
な
人
事
配
置
に
よ
り
あ

る
程
度
の
対
応
が
可
能
な
の
で
、課
・
係
の
状
況
と

職
員
の
状
況
を
常
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
ど
う
か
。ま
た
、職
員
の
健
康
管
理
は
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
人
件
費

に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
最
小
限
の
必
要
性

を
吟
味
し
な
が
ら
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
職
員
の
人
事
配
置
は
時
期
を
選
ば
ず
業
務
や

職
員
の
状
況
に
応
じ
人
事
異
動
を
実
施
し
て
い

る
。
健
康
管
理
は
保
健
担
当
者
に
よ
り
健
康
状
況

和
沢
忠
志 

議
員

農
業
振
興
協
議
委
員

会
か
ら
の
中
間
答
申

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

横
澤
は
ま 

議
員

安
定
し
た
行
財
政
運

営
の
推
進
を

倉
科
栄
司 

議
員

職
員
の
勤
務
状
況
と

健
康
管
理
に
つ
い
て
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一
般
質
問

る
と
答
申
し
て
い
る
が
。

答
ま
だ
考
え
が
固
ま
っ
て
い
な
い
の
で
回
答

出
来
な
い
。

問
新
農
業
法
人
を
設
立
し
運
営
は
全
て
の
責

任
を
持
っ
て
行
う
と
し
、農
協
の
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
※

を
利
用
し
運
用
資
金
を
確
保
し
て
い
く

計
画
だ
が
考
え
は
。

答
考
え
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
答
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

問
町
民
に
ど
の
様
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

答
内
容
が
固
ま
り
次
第
報
告
会
を
開
催
し
て

い
き
た
い
。

問
農
薬
使
用
に
つ
い
て
は
、社
口
原
及
び
平
地

の
リ
ン
ゴ
、ア
ス
パ
ラ
の
消
毒
に
つ
い
て
も

問
題
が
な
い
よ
う
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
農
薬
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
も
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
問
題
が
無
い
よ
う
対
応
し
て

行
き
た
い
。

答
大
型
事
業
の
財
源
は
現
在
未
確
定
の
部
分

も
あ
り
、
費
用
面
、
財
源
面
と
も
検
討
中
で

あ
る
。
事
業
内
容
が
固
ま
っ
て
き
た
ら
議
会
に
も

諮
り
、
方
向
を
定
め
て
い
き
た
い
。　

問
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
」
を
目
指

す
」
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
安
定
し
た
行
財
政

運
営
に
ど
の
よ
う
な
舵
取
り
を
行
う
の
か
。

答
大
型
事
業
は
長
期
の
見
通
し
が
重
要
と
考
え

る
。
将
来
を
見
据
え
し
っ
か
り
と
し
た
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
そ
の
通
り
に
行
く
と
は
限
ら
な
い
。
計
画
が

発
生
、
変
更
す
る
つ
ど
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し

組
み
直
し
て
い
く
。
そ
れ
が
適
切
か
は
そ
の
時
々
の

判
断
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
新
た
な
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
（
仮
称
）

を
立
ち
上
げ
、
評
価
・
検
証
・
改
革
・
改
善

に
繋
げ
て
い
く
議
論
の
場
が
必
要
で
あ
る
。
町
の
考

え
は
。

答
ど
の
よ
う
な
形
で
検
証
す
る
か
は
未
定
で
あ

る
が
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

の
チ
ェ
ッ
ク
や
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

問
9
月
の
一
般
質
問
の
際
当
時
の
副
町
長
は

限
ら
れ
た
職
員
で
行
政
を
執
行
す
る
た

め
、部
署
経
験
者
が
支
援
に
回
る
な
ど
全
庁
ワ
ン

チ
ー
ム
的
な
体
制
を
作
り
た
い
と
し
て
い
た
。こ

れ
を
実
現
す
る
に
は
職
員
数
に
あ
る
程
度
の
余
裕

が
求
め
ら
れ
る
。行
財
政
改
革
を
推
進
し
職
員
数

を
減
少
し
そ
の
減
少
分
に
対
し
て
会
計
年
度
任
用

職
員
を
採
用
す
れ
ば
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
し
こ

の
状
況
は
諸
刃
の
剣
と
な
る
。職
員
数
の
減
少
が

過
剰
な
業
務
負
担
を
生
む
と
と
も
に
休
暇
等
が
取

得
出
来
ず
、心
身
に
影
響
を
与
え
て
療
養
休
暇
に

入
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
。将
来

の
役
場
の
人
事
構
成
上
か
ら
も
ま
た
職
員
の
健
康

管
理
を
十
分
行
う
た
め
に
も
、ど
こ
か
で
折
り
合

い
を
つ
け
新
た
な
職
員
の
採
用
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
適
正
な
職

員
構
成
上
か
ら
も
来
年
度
は
新
規
採
用
を

募
集
し
て
い
く
。

創
造
館
の
外
ト
イ
レ
の
改
善
に
つ
い
て

問
平
成
28
年
6
月
の
一
般
質
問
で
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
求
め
、創
造
館
の

外
ト
イ
レ
も
洋
式
化
を
求
め
た
。11
月
の
監
査
の

現
場
視
察
の
お
り
創
造
館
の
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化

が
済
ん
で
い
な
か
っ
た
。改
め
て
洋
式
化
改
善

を
求
め
る
が
。

答
担
当
課
か
ら
予
算
要
求
が
な
さ
れ

れ
ば
町
と
し
て
要
求
に
応
じ
年
度

内
に
洋
式
化
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。
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参考　町行財政改革委員会資料
実質公債費比率が18％を超えると
起債するのに県の許可が必要となる。

耕作維持が求められる社口原
※スーパーＬ資金説明：認定農業者が、農地
取得や農業用設備等に使える長期・低利
の国庫資金

表　公債費（借金返済費）と実質公債費
比率（公債費/町標準財政規模）の推移

公債費
（億円）

実質公債
費比率（％） 備考

H27 4.4 5.2

H29 5.2 8.8

R1 5.8 11.8

R3 5.7 12.6

R5 6.8 14.3 町の見込み

R7 6.5 16 町の見込み



一
般
質
問問

来
年
度
よ
り
、
サ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に

当
町
も
参
加
す
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
、
環
境
ホ

ル
モ
ン
作
用
な
ど
健
康
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
こ
と
が
科
学
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
環

境
ホ
ル
モ
ン
作
用
が
あ
る
化
学
物
質
は
低
用
量
で

健
康
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
ら
の
物
質

に
生
殖
毒
性
や
子
ど
も
の
発
育
に
重
大
な
影
響
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
劣
化
防
止
の
た
め
に
紫
外
線
吸
収
剤
、

酸
化
防
止
剤
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
剤
が
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
添
加
剤
の
健
康
へ
の
悪
影
響
が
わ

か
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
に
添
加
さ
れ
て
い
る
紫
外
線
吸
収
剤
に
は
免
疫

力
を
低
下
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
蔓
延
で
免
疫
力
を
あ
げ
る
の
が
必
要
な
時

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
の
摂
取
に
よ
っ
て
、

免
疫
力
を
下
げ
て
い
る
の
は
大
問
題
で
あ
る
。
人
の

血
液
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
成
分
が
検
出
さ
れ
た

と
い
う
研
究
も
あ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
限
ら
ず
食
品
と
直
接
接
触
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
食
品
容
器
や
包
装
材
は
、
含
ま

れ
て
い
る
化
学
物
質
が
溶
け
出
す
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
健
康
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
食
品
衛
生
法

で
溶
出
量
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の

松
野
亮
子 

議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
健
康

影
響
に
関
す
る
情
報

提
供
に
つ
い
て

「 議 員 定 数 」議 決 ま で の 経 過「 議 員 定 数 」議 決 ま で の 経 過

本議会で来年度から町議会議員定数を11とすることになりました。今までの経過を経過をお
知らせします。
○　令和元年9月20日 議会改革検討委員会を設置し議員定数などの検討を開始。
○　令和4年1月27日 町行財政改革推進委員会第二次答申  議員定数10〜11名を提言
○　令和4年5月27日 議員協議会:議員定数を12名から11名とすることを決定。
○　令和4年7月 議員定数に関する町民アンケート調査実施（81名から回答）
○　令和4年10月5日 議員定数に関する町民と議会の意見交換会実施（24名参加）
○　令和4年10月31日 議員協議会:議員定数を11名とすることを賛成多数で確認。
　議長は両常任委員会に所属することとし、常任委員会の議員数は現行どおりとした。
○　令和4年12月19日 12月定例会　議員定数改正条例議案を賛成多数で可決。

《10月5日意見交換会で出された意見と議会の見解》
◦定数を減らすほど町民の声が届かなくなり、議会のチェック機能も低下するので定数は減ら

してもらいたくない。減らし過ぎると問題なので1名減で良い。　
【議会】 人口減・町財政・行革委員会の答申・議会の役割・議員選挙になりやすくすることなど
を総合的に考え1名減とした。
◦若い議員が少ない「いびつな議員構成」が問題である。議会の対策は。

【議会】 生坂村は55歳以下の議員報酬を30万円とし、2名の新人議員（55歳以下）が誕生し
た。該当議員にはもっと働けと言ったプレシャー があると聞く。喬木村は夜間議会をしたが、
議員は昼も夜も働くため負担が増え前回村議選では欠員となった。多くの町民の皆さまに立
候補していただければと考える。
◦アンケート結果では定数10名以下を求める数が多い。議会と

して1名減でいくのか。議会の考えは。
【議会】 出された意見を参考に11月中旬に結論を出し、12月議
会定例会で条例化したい。

池田町議会だより　　第 137号　　2023 年 1月 25日発行 14



一
般
質
問 基

準
が
健
康
を
守
る
う
え
で
十
分
か
と
い
う
点
で

は
疑
問
を
持
つ
専
門
家
は
多
い
。

ゴ
ミ
の
削
減
も
必
要
な
の
で
短
期
的
に
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
必
要
だ
と
は
思
う
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
う
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
リ
ス
ク

を
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
の
は
、
説
明
不
足
で
は
な
い
か
。

人
の
健
康
と
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
、
元
か
ら
の
削
減

が
必
要
で
あ
る
。

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
含

め
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有
害
性
に
つ
い
て
も
町
民
に

知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

答
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
直
ち
に
有
害
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
健
康
へ
の
影
響
も
知
ら
せ

て
い
き
た
い
。

問
サ
ン
ト
リ
ー
社
員
に
よ
る
町
内
小
中
学
校
へ

の
出
前
授
業
に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
啓
発

を
図
る
計
画
が
町
に
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
に
リ
サ

イ
ク
ル
の
利
点
だ
け
で
な
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有

害
性
に
関
す
る
最
新
の
科
学
的
な
知
見
も
知
ら
せ

る
べ
き
だ
と
思
う
が
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答
科
学
的
な
研
究
成
果
に
注
視
し
文
部
科
学

省
や
厚
生
労
働
省
の
発
表
を
踏
ま
え
学
校

教
育
で
の
扱
い
を
教
員
と
考
え
て
い
く
。

町行財政改革推進委員会と議会との意見交換会を町行財政改革推進委員会と議会との意見交換会を
行いました行いました

11月24日、町行財政改革推進委員会と
議会との意見交換会を行いました。行財政
改革推進委員会（以降、委員会）と議会から
それぞれの取り組みについて報告したのち
意見交換を行いました。委員会から町財政
の現状について下記の指摘がありました。
①令和３年度の経常収支比率が81.7％と

改善したように見えるがこれは国交付金
が約2億円多く交付されたためであり、令
和4年度以降は再び90％に近づく。

②財政を圧迫する借金返済の割合を示す
実質公債費比率は令和7年度16.0％ま
で上昇する。

③基金は少し改善したが将来の備えには
程遠い。

　また、委員会から議会へ次のような意
見・要望がありました。

○32回の委員会を開き83項目の提言をし
た。町がどの程度受け止め改善されるの
か不安である。議会には財政チェックを
しっかりと行って欲しい。

○どんな町づくりをするか、将来ビジョンに
基づき事業の優先順位の判断をして欲し
い。

●矢口議長は要望を真剣に受け止めて取
り組みたいと述べました。　
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健康に影響ありと
言われているプラ
スチックペットボトル

参考　町行財政改革推進委員会資料

表　令和3年基金ワースト順位

順位 町村 一人当たり基
金額（万円）

令和2年
順位

1 箕輪町 10.7 2

2 下諏訪町 11.6 1

3 高森町 16.1 5

4 小布施町 17.2 3

5 辰野町 18 7

6 松川町 18.4 6

7 池田町 18.8 4

8 南箕輪村 20.3 8

9 山之内町 21.9 9

10 飯島町 22.6 12

20 松川村 38.3 21

58町村平均  47.6万円



令
和
5
年
度
予
算
事
業
へ
の
提
言
書
と
町
回
答

への提言書」に対する町回答への提言書」に対する町回答
（回答：令和 4 年 10 月 28 日、紙面の関係で一部省略）

9 自治会要望に基づいた予算計上を行うこと。

町回答 　現場確認を行い緊急性などを勘案して優先順位を付け計画的に計上している。

10 農業振興について、池田町農業振興協議会の答申後も町の農業ビジョン・施策を討議する委
員会を新たな人選で進めること。

町回答 　人・農地プラン法定化にともない令和 6 年度末までに地域計画を策定する。その過程
で担い手農家や農業関係者に参加いただき今後の農業の方向性を検討する。

11 ハーブセンターの下記の点について検討・改善すること。

①ハーブセンターの蛍光灯の LED 化や内装改善につい
て来年度予算化を図ること。
町回答 　状況確認のうえ使用頻度や必要性など優先順

位を定め修繕する。
②ハーブセンター施設使用料を基金として積み立てるこ
と。
町回答 　今のところ基金の造成は考えていないが検討

する。
③行財政改革推進委員会による指摘事項について改善措
置を図ること。
町回答 　農地法に抵触する恐れのある状態の改善に向

け、10 月中旬に地権者と協議を行い今年度中に改善す
る予定である。
④町観光協会によるハーブセンター周辺の管理委託を検討すること。
町回答 　現指定管理者の期間が終了する令和 8 年度以降の運営に向け、選択肢の一つとして検

討する。
⑤ハーブステーションの管理料を見直し管理委託の目的を明示して委託すること。また、目的実
現の施策を明らかにすること。
町回答 　引き続き花とハーブを知り学ぶ機会が創出されるよう委託する。指定管理料は見直す。

12 高瀬川左岸の松川地籍の火災消火活動について出動手当も含め池田町と松川村とでしっか
りした協定を締結すること。

町回答 　池田町、松川村、北アルプス広域消防本部と協議の場を設けて検討し必要に応じて協
定を締結する。

13 小学校の観劇の保護者負担をなくすこと。

町回答 　現行どおりの負担としたい。
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蛍光灯のLED化が求められる
ハーブセンター南側シャノワール



令
和
5
年
度
予
算
事
業
へ
の
提
言
書
と
町
回
答

9月議会での「令和5年度予算（事業）9月議会での「令和5年度予算（事業）

1 庁舎の雨漏りなどの不具合について、早急に原因を究明し対応すること。

町回答 　専門家に依頼し調査したい。宿直室の雨漏りは屋根防水シートの劣化により雨水が浸
みこんだためと予想されるので防水シートの張り替えを来年度予算で要求していく。

2 北アルプス連携自立圏事業について議会が審議をする場がないので審議できる体制にする
こと。また、町の意見（病児保育の町負担金の軽減など）を反映していくこと。

町回答 　議会の意見は自立圏の部会へ繋げて、検討していただく。

3
安曇野市長に町営バス運行協力金を要請するこ
と。また、町営バスの停留所のアナウンスなどの
要望が多いのでアンケート調査を実施すること。

町回答 　安曇野市長には行政側からもお願いするが、
話が進まないので議会からも働きかけをお願いしたい。
町営バスの停留所のアナウンスは来年度予算に計上す
る予定である。アンケート調査は実施する。

4 ゴミ減量対策に力を入れること。

町回答 　リサイクル推進委員会で対策を検討している。
町民の皆さまにご協力をお願いしていく。

5 中之郷地区の見晴らしワインロードの道路法面の草・木が見苦しい。至急対応を。

町回答 　耕作者と協議中である。

6 会染西部地区ほ場整備事業の非農用地整備（案）を早急に議会に示すこと。

町回答 　提示できるよう検討を進めている。

7 多世代相談センターなど町職員の業務量が著しく増えている係が見られる。各課・係の業務
量をチェック・見直しを行い、適正な人事配置を行うこと。

町回答 　限られた職員数で適正な人事配置を行う。職員の健康を配慮し会計年度任用職員を増
員する場合もあることを理解願いたい。

8 物価高騰により住民生活は厳しくなっているので早めの経済対策など予算措置を行うこと。
また、国の地方創生臨時交付金は町民要望が叶えられるよう配慮すること。

町回答 　地方創生臨時交付金を活用し、商品券配布・畜農水産飼肥料等高騰対策などの物価上
昇に対応する施策を実施予定である。地方創生臨時交付金の使途は町民・事業者の皆さんから要
望がある。また、商工会などからも聴き取りし庁内選定会議で町民要望が叶えられるよう配慮し
ている。
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明科線の町営バス
12月16日、町・議会で安曇野市・同議会に
運行協力金の要望書を提出



令
和
5
年
度
池
田
町
予
算
に
関
す
る
要
望
書
と
町
回
答

「令和5年度池田町予算に関する「令和5年度池田町予算に関する
要望書」に対する町回答要望書」に対する町回答

（令和 4 年 12 月 5 日回答）

1 令和 5 年度予算は次の点に留意して策定を。

1）町民生活を支援する予算編成を行うこと。特に、生活弱者の実態を把握し支援策を講じること。
町回答 　町民生活を支援する予算編成としたい。

2）厳しい財政状況を改善するため経常収支比率・実質公債費比率などの財政指標を好転させ、健
全財政を目指す予算編成とすること。
町回答 　財政状況改善に向けて実施した取り組みを堅持し健全財政を目指したい。

3）財政調整基金に頼らない予算編成とすること。
町回答 　財政調整基金を 5 億円保持した予算編成としたい。

4）会染保育園・ほ場整備非農用地・社口原農地などの事業について、方向性を示し議会と協議す
ること。
町回答 　なるべく早く方向性を示し議会と協議したい。

5）庁舎建替えについて公共施設個別計画では明確な方針が示されていないので、検討委員会を立
上げ、建替え場所・費用調達などの検討を始めること。また、来年度予算から庁舎建設基金を設置し、
積立てる予算を編成すること。
町回答 　来年度の独自基金の設定は考えていないが、今後、建て替え場所なども含め検討したい。

6）行財政改革推進委員会答申を尊重し予算編成に反映すること。
①職員駐車場については令和 8 年度までの間、職員から使用料を徴収する予算編成を行うこと。
町回答 　契約について検討したい。隣の町有地を職員駐車場にす

るなど職員から駐車料金を徴収しない方向で検討したい。令和 5 年
度は前年度と同じ予算編成としたい。
②補助金についての答申を精査し、来年度予算に活かすこと。特に
社会福祉協議会・商工会・観光協会への補助金については精査する
こと。
町回答 　各種団体の補助金は精査したい。

③ハーブセンター東側のハーブ園管理の体制改善について議会に示
すこと。
町回答 　近日中に地権者と話し合い議会に示したい。

7）令和 5 年度予算編成方針及び財政シミュレーションを早期に議会に示すこと。
町回答 　予算編成方針は 11 月 29 日の議会全員協議会で示した。財政シミュレーションは農業

振興協議会の答申に対する対応を検討した上で示したい。

2 交流センター東の町有地は町なかの活性化として活用する当初の目的を踏まえ、将来の見
通しを含めた活用方法を良く検討し、町民・議会の意見も聞き進めること。

町回答 　11 月 29 日の議会全員協議会で示したとおり用途指定による売却または貸付を行うた
め、公募型プロポーザル方式による民間事業者からの提案を募集したい。

年度予算の策定時期に当たり策定上で留意して頂きたい事項、
当面の重要事項について要望書とまとめ町長に提出しました。
回答内容は下記のとおりです。
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11月18日、矢口議長から
甕町長に要望書を手渡す

管理体制の見直しが
求められるハーブ園



議
会
活
動

　　　訃　報
那須博天　議員

那須博天議員（3期目）が令和4年11月25日に79歳で逝去されま
した。

那須博天議員は平成23年に初当選以来、振興文教副委員長を皮
きりに副議長や議長（2期4年間）などを歴任され、本議会と町の発展
に多大な貢献をされました。

特に議長就任時から議会改革に取り組み、町民の皆さんとの意見
交換会の開催など議会活性化に尽力されました。その活動は全国町村議会議長会から「平成
29年度町村議会表彰」として表彰されました。

常に深く物事を考え、議会の重鎮として行動されました。卓越した識見とはっきりとした態
度で、時には厳しく行政を質した姿には議員のプライドを感じました。反面、仕事納めの議員
による議場大掃除の際には自らついた餅を持参したり、役場庁舎の正月用門松を作成したり
するなどこまめに働く、心優しい人でした。

ここに哀悼の意を表し、謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げます。

　池田町議会議員選挙は4月18日告示、4月23日投票で行われる予定です。過去2回連続無投票
選挙となっています。無投票で政策の議論がなければ町政に対する町民意識も希薄となり、町の
活性化は望めません。明日の町づくりに「議会」はなくてはならないものです。多くの人の立候
補を願い、議会・議員の役割、仕事などについてご案内します。

◎ 議会・議員の役割、仕事
◦議会・議員の役割は町長から提出された予算・条

例などの議案を審査し、議決することです。議
会議決なしには町長は予算や行政を執行できませ
ん。議会・議員は議案審査のなかで問題がないか
などのチェック機能を果たすことが重要です。

◦議会・議員は町民の皆さんの要望や意見、町の課
題を把握し一般質問や委員会審査などで提言して
いくことも重要な役割です。そのための調査・学
習や議会活動の様子を町民の皆さんに知らせてい
くことも求められます。

◦議員活動　年4回の定例議会（一定例会 10日〜15日）、臨時議会（年数回）、議員協議会（月1
回以上）議会全員協議会（年4回以上）、「議会だより」の編集（年4回発行、2年で半数交代）、
町監査委員（1人）、常任委員会（総務福祉・振興文教委員会のいずれかに所属し、年間を通じて
活動）各種会議・委員会（美術館・クラフトパーク運営協議会など）への参画（議員一人当たり
13程度の委員会所属）

◦外部との関係：池田松川給食センター運営委員会・北アルプス広域連合議会・穂高広域施設組合議
会に参画

◦議員報酬　月 189,400円　期末手当 4.62カ月分　

◎町議会議員には池田町に3か月以上住み、満25歳以上などの要件で
　誰でも立候補できます。
　あなたの「池田町を〇〇〇な町にしたい」という思いを議員になって実現しませんか。
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明日の池田町のために明日の池田町のために　　「町議会議員」 へのお誘い！「町議会議員」 へのお誘い！



新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

も
あ
と
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
分
か
り
や
す
い
「
議

会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
つ
も
り
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
。
ご
意
見
・
ご
感
想

を
議
会
事
務
局
に
知
ら
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

は
皆
さ
ん
の
声
が
も
っ
と
載

り
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
す
る

議
会
活
動
を
展
開
し
、
「
議
会

だ
よ
り
」
に
反
映
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
り
、
世
界
・
日
本
が

更
に
戦
争
す
る
社
会
に
な
る
の

で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
軍

備
力
の
競
い
合
い
で
は
な
く
、

憲
法
９
条
の
精
神
で
話
合
い
に

よ
る
外
交
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

町
政
で
は
当
面
、
実
質
公
債

費
比
率
が
18
％
を
こ
え
な
い
よ

う
慎
重
な
財
政
運
営
が
必
要
で

あ
り
、
議
会
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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池
田
町
と
の
出
会
い

松
本
に
住
ん
で
い
た
私
が

池
田
に
や
っ
て
き
た
の
は
も
う

随
分
前
に
な
り
ま
す
。

池
田
町
で
開
催
さ
れ
る
美

術
工
芸
展
に
出
展
す
る
こ
と
に

な
り
下
見
に
訪
れ
ま
し
た
。

２
丁
目
の
古
久
庄
。
何
軒
も

の
蔵
の
連
な
り
。
大
欅
。
中
で

も
男
蔵
の
佇
ま
い
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
散
歩
し
て

み
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
風

情
の
あ
る
建
物
が
。
当
時
は
高

姫
社
も
大
角
屋
の
蔵
も
存
在
し

て
い
ま
し
た
。

信
濃
池
田
宿
と
い
う
宿
場

町
に
出
会
っ
た
の
は
そ
ん
な
具

合
で
し
た
。何
回
か
の
縁
の
後
、

広
津
に
工
房
を
構
え
る
こ
と
に

な
っ
て
、
通
う
う
ち
に
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
た
私
は
、
い
つ
し

か
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
て
、
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

池
田
で
暮
ら
し
始
め
て

人
口
一
万
人
に
満
た
な
い

池
田
町
で
す
が
西
に
ア
ル
プ
ス

を
望
み
、
広
津
・
陸
郷
の
山
間

部
と
高
瀬
川
と
並
行
し
て
広
が

る
田
園
地
帯
。
二
つ
を
結
ぶ
会

染
・
中
島
・
堀
之
内
な
ど
、
美

し
く
配
置
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い

景
観
の
土
地
で
す
。

こ
の
景
観
と
自
然
か
ら
与

え
ら
れ
た
豊
か
さ
は
こ
こ
に
暮

ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に

大
切
な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

守
り
育
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

に
誇
り
を
持
っ
て
受
け
継
い
で

行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

微
力
で
す
が
堀
之
内
で
無

施
肥
・
無
農
薬
の
お
米
と
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
の
栽
培
を
始
め

て
い
ま
す
。

他
の
仕
事
を
し
な
が
ら
な

の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
と
手
際
の
悪

さ
で
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、
安

曇
平
を
斜
め
に
見
下
ろ
し
な
が

ら
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
都
会
の
若
者
が
池
田
で
農
業
で

き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

自
分
の
経
験
か
ら
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
都
会
を
離
れ

 ― 第 25 回 ― 

窪田明彦さん（二丁目）

⃝無垢の家具を作りたくて松本技術専門
校に入学。その後、松本民藝家具で３年
間修行し、独立。

⃝松本市に工房を構える。
⃝広津に工房を移転。

〜父と母が相次いで体調を崩し実家に
帰り介護の時を過ごす〜

⃝池田町2丁目旧吉野家書店跡の古民家
を借り、セルフ・リノベーション。カフェ・
ギャラリー　シピリカを開く。

⃝コロナ禍に遭遇後スパイスカレーと
Rawsweetsの移動販売を開始、堀之
内にて無肥無農薬の田圃を始める。

⃝池田町2丁目カフェ・ギャラリー「シピリ
カ」店主   69歳

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

て
農
業
耕
作
に
憧
れ
る
若
者
た

ち
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
と
連
動

し
て
賃
貸
し
の
古
民
家
と
耕
作

地
を
安
価
で
供
給
し
て
、
耕
作

手
ほ
ど
き
を
（
な
る
べ
く
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
で
）
何
年
か
続
け
て

支
援
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
町
役
場
が
核
と

な
っ
て
進
め
て
く
れ
た
ら
と
夢

見
て
い
ま
す
。

企
業
を
誘
致
し
た

り
会
社
を
起
業
し
た

り
と
い
っ
た
こ
と
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
未
来
あ
る

ア
イ
デ
ア
溢
れ
て
い

る
が
、
お
金
が
な
い

と
い
っ
た
若
者
た
ち

が
「
こ
こ
で
な
ら
、

何
か
始
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
未
来
に
対
し
て
希

望
を
持
て
る
よ
う
な
町
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ピ
リ
カ
を
始
め
た
時
は

寂
し
か
っ
た
池
田
宿
も
今
、

色
々
な
新
し
い
動
き
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
」「
こ
の
町
に
住
ん
で

み
た
い
」

そ
ん
な
人
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。


